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54　集学的治療により比較的長期生存が得られ

た癌性髄膜炎の1例
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癌性髄膜炎を来たす原発巣としては乳癌・肺

癌が多く，組織型としてはadenocarcinomaが多

いと報告されている．乳癌で癌性髄膜炎となる頻

度は1－5％である・乳癌の癌性髄膜炎例の予後

は非常に悪く，平均生存期間は1．5～7．2ケ月で

ある・今回我々は，乳癌の外科的治療後，癌性髄

膜炎を発症しmethotrexate（MTX）の髄腔内投

与，放射線療法，全身化学療法を併用し比較的長

期生存が得られた1例を経験したので報告する．

症例は53歳の女性．平成12年9月，右乳癌に

て右乳房切除術施行．腋下リンパ節．肋骨への転

移があり，病理診断はadenocarcinomaであつた．

外科外来で全身化学療法（docetaXe1；55～60

mg／1～2Weeks；div），抗癌剤内服（TM：ク

エン酸タモキシフェン；20mg／day）にて継続加

療されていた・平成13年4月頃より頭痛・嘔吐

が出現し，腰椎穿刺の細胞診で腺癌細胞が認めら

れ癌性髄膜炎の診断で当科紹介人院となつた．頭

部．脊椎のCT．MRIでは明らかな病変は認め

られなかつた．入院後，週に1度のMTX（10mg）

髄腔内投与を3回，これに引き続き全脳全脊髄照

射（tota140Gy）を施行した．頭痛・吐気は軽快

し自宅退院できた・この後，当科によるMTX髄

腔内投与，外科による全身化学療法が継続され，

この間，髄液細胞診は常に陽性所見を認めたもの

の，MRI上は脳脊髄に明らかな病変を認めなかつ

た・癌性髄膜炎の発症から約18ケ月の経過で死

亡した・

55　Dynamic MRIが診断に有用であったgan-

gliogliomaの3例
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【目的】我々はこれまでにBe1dechomethodを

用いたdynamicMRIが脳腫瘍の鑑別診断に有用

であることを報告してきた．今回，術前診断に

dynamicMRIが有用であつたgangliogliomaの3

例について画像所見を中心に報告する・

〔症例1〕17才，男性・側頭葉てんかんにて発

症・右側頭葉に，TIWIにてiso，T2WIにてhigh，

Gdにて強く造影される腫瘍陰影を認めた・

DynamicMRIにおけるsignalintensityratioは約

1分で急速に上昇し，その後5分間徐々に上昇す

るパターンを呈していた・関頭腫瘍摘出術を施行

し，病理診断はgangliogliomaであつた．

〔症例2〕19才，男性・側頭葉てんかんにて発

症．左側頭葉にcystを伴う腫瘍を認めた・腫瘍部

分はTIWIにてiso’T2WIにてhigh，Gdにて造

影された．DynamicMRIはcaselに類似してい

たため，gangliogliomaの術前診断で手術を施行

し，病理診断はgangliogli0maであつた．

〔症例3〕1才6ケ月，女児．急性水頭症にて発

症・右小脳に主産を有し，テント上下にまたがる

TIWIにてiso，T2WIにてhighな腫瘍を認めた．

DynamicMRlはcaselに非常に類似していたた

め’gangli－ogliomaの術前診断で手術を施行し，

病理診断はgangliogliomaであつた．

【結語】術前の鑑別診断にdynamicMRIが有用

であつたgangliogliomaの3例を報告した・

56　Atypical teratoid／rhabdoid tumorの2例
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〔症例1〕7ケ月，女児．嘔吐．意識障害で発症．


